
令和 4 年度 第 1 回学校関係者評価委員会 

 

1 学校関係者評価委員  

  (順不同) 

  高原 大介     株式会社 AND FINE 代表取締役 

 森岡 正明     倉敷市寿町町内会長 

 森脇  聡     岡山県美容生活衛生同業組合倉敷支部支部長 

 加門 絹江     有限会社キャッチボ－ル代表 

 八木 義志     株式会社シルクロ－ドグル－プディレクタ－ 

 西村 敏美     保護者代表 

 

2 学校関係者評価委員会 会議録 

 〇開催日時     令和 4 年 10 月 3 日(月) 10:00～12:00 

  〇開催場所     倉敷ビュ－ティ－カレッジ 新館 3F 教室 

 〇出席委員     森脇  聡    森岡 正明  高原 大介  西村 敏美 

           (学校) 有宗校長、神﨑副校長、川乱事務長 

 〇議事      

(1) 校長挨拶 

 

(2) 報告  学校現況及び学校自己評価結果について 

 

    配布資料(教員の学校評価及び学生の自己評価と学校評価等) 

        に基づいて現況を報告した。 

(3) 討議 

                ・就職率が高く、この学校の評価は高い。学生用の駐車場もあり、こ

の学校に行きたいという人が多い。 

                ・アイリストのコ－スができたり、新館ができたり、学習環境が良く

なっている。実際に授業に入ってみても学生の反応がいい。 

                ・学校をよくしていこうという気持ちが良く伺える。地域としても

協力していきたい。 

                ・我が子が学校の様子や実務実習のことなどを楽しく話す。学校の

雰囲気がいいことを伝えられたらと思う。 

3 総合評価  

           〇 挨拶や言葉遣いなど、人間力や接客力を高める指導をしっかりしてほしい。 

           〇 教員の指導力を高める研修会を随時実施することが必要である。 

           〇 「ほめ美」について学生と教員とではギャップがあるので、その溝を埋めて

いってほしい。 



令和 4 年度 第 2 回学校関係者評価委員会 

 

1 学校関係者評価委員  

  (順不同) 

  高原 大介     株式会社 AND FINE 代表取締役 

 森岡 正明     倉敷市寿町町内会長 

 森脇  聡     岡山県美容生活衛生同業組合倉敷支部支部長 

 加門 絹江     有限会社キャッチボ－ル代表 

 八木 義志     株式会社シルクロ－ドグル－プディレクタ－ 

 西村 敏美     保護者代表 

 

2 学校関係者評価委員会 会議録 

 〇開催日時     令和 5 年 3 月 6 日(月) 10:00～12:00 

  〇開催場所     倉敷ビュ－ティ－カレッジ 新館 3F 教室 

 〇出席委員     森脇  聡   森岡 正明  高原 大介  西村 敏美 

           加門 絹江   (学校) 有宗校長、神﨑副校長、川乱事務長 

 〇議事      

(1) 校長挨拶 

 

(2) 報告  学校現況及び学校自己評価結果について 

 

    配布資料(教員の学校評価及び学生の自己評価と学校評価等) 

        に基づいて現況を報告した。 

(3) 討議 

                ・教員にガイダンスの負担感があるようだが、教員数は足りている

か。 

                ・他校を卒業した美容師から、生徒を育てるスキルや情熱が低かっ

たと聞く。先生の「熱さ」が大切だと思う。 

                ・教員同士も良い点を見つけ合うことをチ－ムになって学校で取り

組む。それを学生が見る。一人一人が力を出し合える環境づくりが

必要だ。 

                ・学生数が増えていて、働きやすい学校より、働きたい学校になれば

と思う。 

                ・子どもはこの学校で良かったと言っている。またこの学校を後輩

に薦めている。 

                ・朝、学生に声をかけると、いい返事が返ってくる。元気がいいと地

域の住民も喜ぶ。挨拶が世の中に出ても役立つ。 



                 ・社会では人間性豊かな人が求められている。挨拶ができるとか

オンリ－ワンになれる学生を育ててほしい。 

3 総合評価  

           〇 挨拶や言葉遣いなど、人間力や接客力を高める指導をしっかりしてほしい。 

           〇 教員の指導力を高める研修会を随時実施することが必要である。 

           〇 総合的には高評価である。引き続き「行きたい学校」「働きたい学校」を 

めざして取り組んでほしい。 


